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１．研究計画の概要 

 本研究課題では、未利用海産藻類に含まれる

糖タンパク質あるいは糖脂質に結合する糖鎖

の細胞免疫活性と抗アレルギー性について以

下の点を明らかにすることを目的とする。(1)

海産性藻類に発現される糖タンパク質・糖脂質

糖鎖の構造特性、(2)海藻オリゴ糖鎖が有する

抗原性、(3)海藻糖タンパク質に結合する抗原

性糖鎖のヒト細胞性免疫に及ぼす生理機能（T-

細胞の分化・生育、サイトカイン分泌促進）、

(4)抗原性糖鎖の細胞性免疫調節活性（サイト

カイン分泌促進・抑制活性）を利用したアレル

ギー疾患（花粉症）治療薬（糖鎖薬剤）開発の

可能性。 

以上の解析結果から、未利用海産藻類に含ま

れる糖タンパク質・糖脂質に結合するオリゴ糖

鎖の機能性食品あるいは医療素材開発の基礎

が確立されるものと思われる。 

 

２．研究の進捗状況 

本研究は、上述の(1)～(4)を明らかにする

ことにより、未利用海産藻類に含まれる糖タ

ンパク質・糖脂質に結合するオリゴ糖鎖の機

能性食品あるいは医療素材としての開発の基

盤を確立することを目的としている。 

 平成19年および20年度は、緑藻類には糖タ

ンパク質の存在量が少なく、褐藻類（ホンダ

ワラ）には糖タンパク質が豊富に存在するこ

と、そしてそれらに結合する糖鎖は、ハイマ

ンノース型構造であることを明らかにした。

これらハイマンノース型糖鎖の多くは、Man

α1-2Man ユニットを数個有する構造であり、

マクロファージ活性化剤やエイズワクチン開

発に向けたエピトープとしての利用価値の高

いものであった。  

平成 21 年度は、これら海藻糖タンパク質

をアクチナーゼ処理した後、均一糖鎖構造を

有する糖ペプチドを精製する方法を確立し、

更には糖ペプチドと人工ポリマーをカップ

リングさせた糖鎖ポリマー合成法を検討し

た。その結果、糖ペプチド精製については、 

Dowex 50 x 2 樹脂、Con A アフィニティー

クロマト、順相 HPLC を組み合わせた方法に

より、海藻から構造均一糖鎖を有する糖ペプ

チド数十ミリグラム量での供給が可能にな

った。また、γ-PGA に糖ペプチドを多価数結

合させた糖鎖ポリマーの調製にも成功した。 

            

３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 

これまでに、瀬戸内海で多量に採取できる

数種の海藻について、それらに含まれる糖タ

ンパク質糖鎖の構造解析を行った。その結果、

陸上植物に遍在するキシロース/フコース含

有抗原性 N-グリカンは見いだされなかった

が、ハイマンノース型糖鎖が特異的に蓄積さ

れていることが明らかになった。また、マク

ロファージ活性化能や抗エイズウイルス抗

体の作製に有用なハイマンノース型糖鎖含

有糖ペプチドの調製法を確立し、これら糖ペ
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プチドをコンジュゲートさせたネオ糖ペプ

チドの調製にも成功した。                         

 

４．今後の研究の推進方策 

 最終年度は、これまでに解析をあまり進め

ていない紅藻類に含まれる糖タンパク質糖

鎖の構造解析を進めることで、海藻糖タンパ

ク質糖鎖の構造特性を明らかにする。一方、

海藻糖タンパク質から調製したハイマンノ

ース型糖鎖をコンジュゲートさせたネオ糖

ペプチドを用いてマクロファージ活性化能

などの免疫活性を明らかにする。 

 

５. 代表的な研究成果 
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